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(a)

従来の歩行訓練(a)と,自立した生活を支援する歩行訓練システム(b)

二れまでの平行棒を使った歩行訓練は,訓練を受ける方だけでなく訓練を指導する方にも大きな負担であったが,今後は,楽しい歩行訓練シ

ステムによって在宅での自立した生活が期待できる｡

21世紀の超高齢社会を目前に控え,口立グループ

では高齢者･障害者がだれでも,他人に気がねする

ことなく楽しく安心したR常生活を送れることを支

援する機器･システムの開発に注力している｡これ

らは,不幸にして身体機能が何らかの理由で損なわ

れた際,(1)専門施設でだれもが最大限に機能回復す

ることを支援するもの,(2)回復後に最低限家庭内で

自立した年活を支援するもの,(3)さらに社会復帰す

ることを支援するものと幅広い内容であり,従来の

介護の支援から,自立支援へと大きく発想を展開し

たものである｡

高齢者が｢寝たきr)+にならず｢自立した高齢者+

になることは,本人はもとより,社会にとっても喜

ばしいことである｡高齢者･障害者の自立した生活

を支援する機器･システムは,従来の介護の支援と

いう発想に対して,高齢者･障害者の人権に視点の

重点が置かれることから,きわめて高度な技術をさ

りげなく実現することが重要である｡この視点が欠

けては実用化･普及はありえないと考える｡

*H‾､■/二製作所機械研究所 **口､1二製作所俣瞭システム推進木部 ***rl市二製作所昇降機事業部

****口_小二化成⊥業株式全車ヒ住機環境事業部
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n はじめに

わが国が本格的高齢社会を迎える時期が目前に迫って

いる｡このため,できるだけ八に頼らず自立できるよう

な機器･システムを開発することが必須(す)である1)｡

ここでは,(1)施設での高齢者の寝たきりを無くすため

に,(2)家庭に帰って高齢者が自立した生活を送るため

に,(3)さらには家庭を起点に社会生活に参加することを

支援するために開発した口立グループの機器･システム

について述べる｡

何 歩行訓練システムから歩行介助システムへ2)

2.1歩行訓練システムの目的と横能3)

このたび,寝たきりの高齢者や,一時的に歩行機能の

低+Fした人を訓練し,歩行機能の回復後は自立した生活

を可能にする歩行訓練システムを開発した｡

開発した装置は,歩行訓練のためにこれまで理学療法

十が施設で行っていた力仕事,加療業務を支援し軽減す

るとともに,高齢者にとっても楽しく歩行訓練すること

ができるようにした点に特徴がある｡多くのフィールド

試用によ-),歩行不可能であった高齢者が短期間に歩行

可能になるなど,この装置の有効性が広く認められてき

ている｡

このシステムをさらに効果的に活用するには,家に帰

ってからの自末した生活を支援するための歩行介助シス

テムによる訓練の継続が必須と考えており,現在通商産

業省の委託研究により図1に示したシステムの開発も積

極的に進めている4)｡

2.2 歩行訓練システムの構成

歩行訓練システムは,物理的な繭だけでなく精神的に

も高齢者の歩行訓練を支援する装置であり,大別して二

つの要素で構成している(図2参照)｡すなわち,体重を

支える体重支持部と,脚の運動に連動する歩行商および

楽しく歩行訓練するために臨場感を与える訓練環境部分

である｡

歩行面の上面にある体重支持部は,その先端の把持部

で訓練者を支持しており,訓練者の負荷軽減と姿勢の矯

止を行うように把持部の力を制御する｡これによって訓

練者の安全を保ちながら,介助者の肉体的負担の軽減を

図ることができる｡把持部の力は訓練者の能力に応じて

設定できる｡

訓練環境部分は,歩行面と,使用者の前方に設置され

た映像表示装置,送風装置で構成する｡
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図l 歩行支援システムの概念

技術研究組合医療福祉機器研究所は｢排泄(せつ)自立支援システ

ム+の開発を行っており,日立製作所もその中で歩行支援システム

の開発に参加している｡

訓練者は,歩行面の上面の可動ベルトの上を歩行する｡

歩行面は,訓練者が好きな速さで歩行できるように,蹴

(け)りに応じて受動的に動くように制御されている｡歩

行面の負荷設定は自在に変更できるので,訓練者のペー

スでの歩行訓練が実現できる｡‾叶勤ベルトは左右の脚ご

とに1本ずつ設置し,例えば半身麻痺(ひ)のように左右

の脚力が等しくない場合でも,左右の可動ベルトの設定

を変えることによって脚力の差を解消し,歩行のリズム

を引き出すものを考えた｡

映像表示装置の再生速度は訓練者の歩行速度に比例す

る｡送風装置も訓練者の歩行速度に比例した風量を訓練

者の前方から送風する｡つまり,歩行,映像,風の3要

素によって疑似的な訓練環境を構成し,訓練の楽しみを

増そうというものである｡

ディスプレイ

体重

支持機

歩行面

)

l主な技術課題l

支持力の設定と制御【
●体重支持力制御

構

■＼

●転倒防止力制御

自立度対応制御

注:⊂⊃(歩行環剣
⊂⊃(支持要素)

回2 歩行訓練システム

歩行訓練システムは訓練を受ける方の回復に応じて優しく体を

支える部分と,楽しく訓練に専念できる歩行環境で構成しており,

無理のない訓練が可能となる｡
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同 住宅機器による在宅自立支援

3.1概 要

在宅ケアを考える場合に基本となるのは,住宅および

住宅機器である｡

建設省では,｢長寿社会対応住宅設計指針+5)を発表し,

住宅全体のあー)方を示している｡これをノ受けて,住宅金

融公庫や財同法人ベターリビング糾でも,基準の見直し

を進めている｡しかし,従来の住宅機器は健常者専H‾1,ま

たは障害者専用のものがほとんどであった(図3参照)｡

そこで口立化成/Ⅰ二業株式会社は,年齢にかかわらず快

適に使える｢ユニバーサルデザイン住宅機器+を基本コ

ンセプトとして開発を進めている｡また,現在は健常で

あるが,加齢による身体機能の低下や,急に身体がイ1自

由になr)幸いすを使うようになった場合にも谷易に対応

できるものの開発を目指している｡これらの住宅機器を

普及させることにより,在宅ケアでの自立支援,介護軽

減が阿れると考える｡ここでは,口立化成_1二業株式会社

が発売した製品,および今後の展開について述べる｡

3.2 浴室ユニットの概要

浴室ユニット(図4参照)は,介肋スペースも考慮し,

健常者から辛いす使用者までが快適に使える浴室とし

た6)｡さらに,使用者の加齢に対応し,手すりの後付けも

叶能とした｡主な特長について次に述べる｡

(1)浴室の出入り口

中いす使用者まで使えるようにするために,有効開｢1

※)財同法八ベターリビング:優良住宅部占占認定制度

同
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機能＋
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図3 住宅機器の分類と基本コンセプト

従来の住宅機器は健常者または障害者専用のものがほとんどであ

った｡日立化成工業株式会社では,年齢にかかわらず快適に使える｢ユ

ニバーサルデザイン住宅機器+を目指しており,広くニーズにこたえていく｡
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図4 浴室ユニット"RMK一柑ZO''

高齢者の一便い勝手だけでなく健常者にも魅力あるデザインとし,

1994年度通商産業省選定グッドデザイン商品に選ばれた｡幸いす

利用者も使えるものである｡

幅を660mmの2枚析戸,H入り口段差を19mmとした｡

通常,出入り口段差は,脱衣室側へ水が流れ出ないように

100mm程度設けてあるが,率いす使用では20mm以下

が要)拝されるため,ドアとi谷室ユニットの構造を見直し,

洗い場令周に排水溝を設けることでこの低段差を実現した｡

(2)浴槽への出入り

一般に,浴槽へは立った状態で出入りすることが多い

が,浴槽への人l)やすさや転倒防止のためにも,浴槽緑

の高さを310mmまで低くした｡また,安全に出入りでき

るように,ん右の壁面に手すりを取り付けられる仕様と

した｡しかし,浴槽への出入りを立ったまま行うことは

高齢者などにとって危険なため,いったん腰掛けてから

i芥槽に人れる構造とした(図5参照)｡

浴槽カウンタ 洗い場カウンタ 大型いす 洗い場水栓

＼ /

毎;

く噂

図5 座った状態での入浴動作

大型いす,カウンタ類を移乗台として使い,いったん腰掛けてか

ら安全に浴槽に入れる｡
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図6 システムキッチン"NE''(ニースペースタイプ)

デザインときめ細かな配慮により,1995年度通商産業省選定グッ

ドデザイン商品に選ばれた｡簡単な改造で,車いすに座ったままの

作業が可能になる｡

入浴動作は,車いすから大型いすに移り,大型いすか

ら浴槽上線面などを経由して浴槽に入ることになる｡

3.3 システムキッチンの概要

システムキッチン(図6参月別も,前述の浴室ユニット

と同様のコンセプトで開発したものであり,簡単な改造

で,幸いすに座ったままの作業が可能になる｡

主な特長は,収納キャビネットが_1E面から簡単に外せ

る構造にして,シンクの‾Fに脚が入るスペース(ニースペ

ース)を設けたので,いすに座り,ひざ,脚を入れて楽な

姿勢で作業ができることである(図7参照)｡

上述した製品以外にも,ふろ上がりのような清潔さと

快適さを追求した温水洗浄便座｢ファミレット+などを

発売している｡今後は,このコンセプトをトイレユニッ

トや洗面台へも展開する計画である｡

3.4 ホームエレベーター

わが国では近年,高齢化の進展に伴い,核家族から2

世帯,3世代同居へとライフスタイルが変化しており,

特に都市部の狭小な土地空間を有効に利用するため3階

建や4階建の住宅が増加している｡

このようなライフスタイルにこたえるものとして,ホー

ムエレベーターが注目されている｡年々需要が増加し,平成

6年度には2,325台設置され,前年度対比で35%伸びている｡

3.4.1ホームエレベーターの仕様

ホームエレベーターを一般の一戸建住宅に普及させる

には,住宅内に占める設置スペースを極力小さくする必

要がある｡このため,建設省の指導で財団法人l]本建築

センターが,通常の事務所用エレベーターの構造基準を

緩和した｢ホームエレベーター設計指針+を昭和62年に
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図7 幸いすでの作業

ニースペース部の収納キャビネットが正面から簡単に外せるの

で,車いすに座ったまま作業することができる｡

制定した｡この指針に基づいて製造されたエレベーター

は個別に凶の認定を受けて販売されている｡

｢日二､1ニホームエレベーター+の全体構造を図8に示す｡

昇降路面積は1坪弱であり,この空間の中に鉄塔を建て,

かごはもとより,巻上機,制御盤など主要機器を収納し

ている｡かごはJIS規格の辛いすと介肋者1人がいっし

ょに乗れる大きさとしている｡速度は毎分12mと遅い

が,通常の階高であればエレベーターが起動して停止す

るまで15秒弱であり,階段歩行の時間と大差なく,高齢

者や身障者の階間移劾の自立に大きな役割を果たして

いる｡

3,4.2 高齢者に優しい機能

ホームエレベーターを設置することにより,高齢者の

部屋やダイニング･リビングルームを,1階に比べて一

般的に口当たりの良い2階や3階に計画することができ

るため,間取りの自由度が広がり,空間の有効活用が図

れる｡したがってホームエレベーターには,ふだんエレ

ベーターの使用に慣れていない高齢者や身障者にとって

使いやすい性能･機能の付加が望まれる｡

日立ホームエレベーターの特長について次に述べる｡

(1)使い勝子上で配慮した点

(a)戸の開閉速度を70%(当社の一般エレベーター此)

と遅くし,利用者が戸に触れたときの衝撃を小さく

した｡

(b)かご内の運転操作盤は,立った姿勢でも,率いす

使用の状態でも操作しやすい位置に設け,また,ボタ

ンの形は押しやすさを優先して凸形状とし,しかも一

般エレベーターに比べて大きくした｡
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図8 ｢日立ホームエレベーター+の全体構造

昇降路面積2.5m2(l坪弱)の中に鉄塔を建て,その下部に設置し

た巻上機でかごと釣合いおもりを駆動する構造としており,設置ス

ペースの極小化を図っている｡

(C)かご側の戸および対向する来場側の戸には,密室

感を緩和させるため透明ガラス窓を設けた｡

(d)巻上電軌機はインバータで制御しているため,起

垂加着床が円滑であり,かごと床の段差は通常ではプ

ラスマイナス5mm以下となるように調整できる｡

(2)緊急時の対応法

停電や地震などでエレベーターが停止し,中に閉じ込

められてしまうことがある｡これらの緊急事態の対応法

について述べる｡

(a)遠隔監視システム

エレベーター安全装置の動作や階床妹南外の停止な

ど巽常を検出し,株式会社日立ビルシステムサービス

監視センターに自動通報する装置のインタフェースを

標準装備とした｡カーの故障によって階と階の間で停

止した場介には自動的に通報され,全国約265か所のサ

ービス拠点の中から最寄りの拠点が救出と復旧にあ

たる｡

(b)停電時自動着床装置

停電でエレベーターが緊急停止となっても,バッテ

リ電源によって自勤的にかごを最寄りの階まで走行で

きる装置(停電時自動着床装置)を付加仕様とした｡

日 高齢者の社会復帰を支援する昇降機

高齢化社会に備えて福祉環境の見直しが進み,辛いす

利用者が社会活動へ積極的に参加できる街づくりが急が

れている｡

こうした社会的要請にこたえて,駅舎や歩道橋などの

公共交通施設,スーパー･デパートなどの商業施設,役

所や郵便局などの公共施設に設置される率いす兼用昇降

機の開発を積極的に進めている｡その一端について以下

に述べる｡

4.1 2方向出入り口･幸いす兼用エレベーター

今凹,東日本旅客鉄道株式会社新宿駅東南口ペデスト

リアンデッキおよび同社の中央線四ッ谷駅プラットホー

ムに直線2方向に出入りUを設けた率いす兼用エレベー

ターを納入した(図9参照)｡これにより,幸いす利用者

はかご内で幸いすを転回することなく,前進でエレベー

ターの乗-)降りができるようになった｡匹lツ谷駅納めエ

レベーターは,既設の跨(こ)線橋とプラットホームを結

ぶもので,駅ホームの狭い場所にも設置可能な省スペー

ス性と電車の運行がとだえた夜間に据付け工事が行える

短工期性を追求した先駆的なものである｡

4.2 電動車いす用ステップ付きエスカレーター

率いす年産台数のうち電動車いすは約6%と少ないも

のの,これを利用する人の行動範囲が広くなったため,

電動車いす対応のエスカレーターのニーズが高くなって

†

l

イ.

図9 東日本旅客鉄道株式会社新宿駅東南口ペデストリアン

デッキのエレベーター

障害者ができるだけ自由にかつ独力で行動できるように,安全

性,信頼性,使い勝手の向上を図っている｡
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図10 大型電動車いす用ステップ付きエスカレークー

3枚ステップ水平方式により,電動三輪車を搭載することができる｡

いる｡また,高齢者の中には,歩行の苦難を旧遊するた

め,行動に便利な三輪式の電動車いすを使って街に出る

例も多く見られるようになった｡これらの社会ニーズに

こたえたエスカレーターの開発事例について述べる｡

(1)大型電動車いす用ステップ付きエスカレーター

JIS規格に定められた電動三輪車も搭載できるエスカ

レーターの運転状況を図川に示す｡主な特長について次

に述べる｡

(a)幸いすの搭載スペースに3枚ステップ水平方式を

採用することにより,三輪および四輪タイプの電動車

いすをゆとりをもって乗せることができる｡

(b)状況に応じて,｢幸いす利用車だけの専用運転+と

｢幸いす利用者と一般客との同時利用運転+のいずれか

の運転方式が選択できる｡

(c)屋内,屋外を問わず,さまざまな設置環境で利用

できる｡

(2)既設対応電動車いす用ステップ付きエスカレーター

エスカレーターの都市交通への導入が積極的に進めら

れたのは昭和40年代の高度経済成長時代であり,この時

期に多数のエスカレーターが駅舎に納入された｡これら

のエスカレーターに対しても,率いす搭載型への改造要

求が増加している｡

このニーズにこたえるため,既設のエスカレーターの

特定の2枚のステップを車いす用ステップに交換するこ

とにより,電動四輪式車いすが搭載可能となるリニュー

アル技術を確立し,納入を開始した｡

白 おわりに

ここでは,高齢者･障害者が社会に積極的に参加でき

ることを支援する日立グループの機器･システムについ

て述べた｡

高齢者･障害者の自立した生活を優しく支援する機

器･システムは,21世紀のわが国になくてはならないも

のである｡

日立グループは,社会的弱者と考えられがちであった

高齢者･障害者が,施設から在宅での日常生活へ,さら

には社会に積極的に参加できるように,高齢者･障害者

のニーズにこたえる機器･システムの開発に,さらに努

力を重ねていく考えである｡

終わりに,歩行訓練システムの開発にあたっては,国

立身体障害者リハビリテーションセンター病院の関係各

位からご指導,ご協力をいただいた｡また厚生省の委託

研究として,シルバーサービス振興会の委員会の関係各

位から多くの肋言をいただいた｡ここに厚くお礼を申し

_卜げる次第である｡
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